



数    千人を数える２) 巨大産業であった｡ 敗戦で壊滅したが, これだけの生産設備と人員を
擁し, 巨額の国費が投入された航空機産業の遺産が, 戦後にどのように継承され, 産業復興に
どのように生かされたのか, 産業史の中では, これまであまり研究されてこなかった｡ 研究の
一例として, 筆者は先に, 戦前の日本軍機の特質が戦後の自動車開発にどのように継承された
かについて ｢小型・軽量｣ をキーワードに緒論的考察を試みた３) が, 肝心の戦後航空機産業に
ついては触れる余裕がなかった｡ 産業史研究における筆者の課題を, ｢中島飛行機という航空





年  月に ｢飛行機研究所｣ を群馬県太田町に設立したことに始まり, 第二次世界大戦期の軍用
機生産で急成長し, 終戦時には機体組立工場４, エンジン製作工場４, 研究工場２, 機関銃装




佐 藤 達 男
１) 米国戦略爆撃調査団報告                                  (以下     ) (    )                                  ‒ ｡ 翻訳は筆者による｡
２) 前掲     (    )                                    ‒ ｡
３) 佐藤達男 (    ) ｢戦前日本軍機の特質と戦後の自動車開発に関する一考察｣ 『技術と文明』   ( ),     ‒  ｡
４)       (    )                           ４および     ｡ 尚, 中島は    年４月
に第１軍需工廠に指定されている｡
   
た｡ しかしその巨大さにも関わらず, 株式のほぼ   ％は中島一族で支配され５), 創立者中島
知久平の ｢ソロバンより品質だ, ソロバンは後でついてくる｣ という経営信条６) が全社に徹底
される, 技術優先の特異な会社であった｡ 敗戦で中島飛行機は富士産業と社名を変更の後,   により解体され,   の第二会社の分離独立, そのうちの５社による富士重工業の設立
(      ) となるが, 中島知久平の経営信条は, 後継会社に色濃く残った｡ 戦前の三菱重工業,
川崎航空機, 川西航空機, 愛知航空機といった航空機製造各社は民需部門を併設していたが,
中島飛行機は航空機製造専業であったこと, さらに   との直接の交渉で解体された７) こと










中島飛行機に関しては, 高橋泰 氏の包括的研究  ) がある｡ 高橋氏は中島飛行機の全体像を
明らかにし, それを日本近代史あるいは日本資本主義発達史の上に位置づけを試みている｡ 高
橋氏は, 中島の戦後への連続と断絶について, ｢中島の同族経営は断たれたが, 富士重工業に
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５) 麻島昭一 (    ) ｢戦時体制下の中島飛行機｣ 『経営史学』   ( ),     ‒  , 第  表｡




を為すようになる (渡部一英 (    ) 『日本の飛行機王 中島知久平』 (光人社  文庫)       ‒   )｡
７) 富士重工業株式会社社史編纂委員会 (    ) 『富士重工業三十年史』     ｡ 富士産業は, ４大財閥
と共に持株会社の第１次指定を受けた｡ 一般的に財閥解体は, 持株会社整理委員会によって間接的に
進められた｡ しかし富士産業は   の ｢富士産業株式会社整理案に関する覚書｣ により   との
直接交渉で解体された｡ これは極めて異例のことであった｡
８) 戦時期は日中戦争開始から太平洋戦争終了まで, つまり    年から    年とする｡ 本稿での分析の
重点は前掲     により詳細なデータの得られる    年から    年である｡
９)     ‒    年の生産高シェアで見ると, 中島は機体の   ％で第１位, エンジンの   ％で第２位,
三菱は機体の   ％で第２位, エンジンでは   ％で第１位, という戦前における二大航空機製造会
社であった (     (    )                               )｡  ) 高橋泰  (    ) 『中島飛行機の研究』 (日本経済評論社)｡
   
継承された人, 技術, 資本が戦後日本資本主義の工業化に大きな役割を果たした  )｣ としてい
るが, 具体例を提示してはいない｡
戦時体制下及び末期の中島飛行機の経営状況については麻島昭一氏の研究  ) がある｡ 麻島氏
は, 経営史学の中核的な課題ともいうべき所有と経営の問題や, 収支構造に焦点を当て, その
実態を分析している｡ 丹念に整理された財務関連のデータは貴重である｡ 佐々木聡氏は, 武蔵
野製作所 (エンジン工場) の事例を中心に, 中島飛行機のエンジン生産の合理化努力について
詳細な研究をしており  ), 本稿に関連して参考になる｡
本稿の主題である, 中島飛行機の航空エンジン事業に関しては, 大河内暁男氏の研究  ) を挙
げなければならない｡ 大河内氏は戦間・戦中期における日本技術の水準と特徴を英国との対比
で検出することを目的として, 中島飛行機とロールス・ロイスのエンジン事業を対象に研究を
行い, ロールス・ロイスが一つの形式のエンジン ｢マーリン｣ を熟成していったのに対し,
｢中島は次から次へと新しい種類のエンジンを開発して, 機種変更の都度性能を段階的に引き
上げるという方法をとっていた｡ しかも, ほとんどのエンジンは生産期間が短く, そのため量
産に適した生産技術は容易につくり出せなかった  )｣ と総括している｡ 同じ日本の三菱重工業
との比較ではどうなのであろうか, 本稿で考察したい｡
中島飛行機のエンジン設計者が著した開発史が３つある｡ 関根隆一郎 (    ) ｢中島飛行機
発動機  年史｣ 『航空情報』 (酣燈社     ), 中川良一, 水谷総太郎 (    ) 『中島飛行機エン
ジン史 若い技術者集団の活躍』 (酣燈社), 岡本和理 (    ) 『エンジン設計のキーポイン
ト  )』 である｡ いずれも資料的価値は高い｡ 中川, 水谷氏は中島のチャレンジ精神を肯定的に




の実績を明らかにする｡ 最後に, これらを踏まえて, 中島のエンジン事業の特質を考察する｡
戦時期中島飛行機の航空エンジン事業    
  ) 同上       ‒   ｡  ) 前掲 ｢戦時体制下の中島飛行機｣ 及び麻島昭一 (    ) ｢第２次大戦末期の中島飛行機｣ (『専修大
学研究所報』 第  号)｡  ) 佐々木聡 (    ) ｢第２次世界大戦期の日本における生産システム合理化の試み―中島飛行機武蔵
野製作所の事例を参考に―｣ 『経営史学』 (  )      ‒  ｡  ) 大河内暁男 (    ) ｢中島飛行機とロールス・ロイス―戦間・戦中期の技術開発と企業化―｣ (大河


















ライセンス導入は続く｡     年３月, ローレン   馬力～   馬力水冷エンジン,   月には米
ライト社ワールウィンド 型,     年  月には米プラット社ワスプ 型及びホーネット 型,    年５月には英ブリストル・マーキュリー, 更に    年４月にはライト・サイクロン ‒      (いずれも空冷星型単列９気筒),     年１月仏ノーム・ローン社ミストラル・マジョ
ール   (空冷星型２列  気筒) の各製造権取得と, 既に    年には自主開発が始まってい
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  ) 本項における記述は特記以外, 前掲 『中島飛行機エンジン史 若い技術者集団の活躍』 (以下 『中
島飛行機エンジン史』) 中島飛行機エンジン史年表, 中島飛行機エンジン一覧表及びビル・ガンスト








(陸 海軍名称) 形 式 気筒 (シリンダ) 離昇馬力   生産数(量産数) 生産期間数 内径   行程  
ライセンス導入     (仏)           馬力 水冷 型                        ‒         (英)              空冷星形単列              ‒    約        ‒         (仏)               馬力 水冷 型 不明 契約のみ
(米)               空冷星形単列               契約のみ     (米)           空冷星形単列               契約のみ
(米)             空冷星形単列               契約のみ     (英)               空冷星形単列               契約のみ     (米)            空冷星形単列               契約のみ     (仏)                         空冷星型２列                契約のみ
自主開発         水冷 型            試作のみ      水冷 型                 試作のみ         空冷星形単列           設計材料準備まで    空冷星形単列           設計材料準備まで    空冷星形単列           設計材料準備まで    空冷星形単列           設計材料準備まで         空冷星型単列                 試作のみ    (ハ１ 寿) 空冷星型単列              ‒    約         ‒             水冷 型                試作のみ         (ハ８ 光) 空冷星型単列              ‒             ‒      (寿５型) 空冷星型単列                  試作のみ         (ハ５,   ,     －) 空冷星型２列               ‒              ‒        空冷星型単列               試作のみ    水冷 型                 試作のみ   改 水冷 型                試作のみ         (ハ  ,     栄) 空冷星型２列               ‒               ‒        空冷星型単列               試作のみ         空冷星型２列                    試作のみ         空冷倒立 型                   試作のみ         (ハ    護) 空冷星型２列                         ‒          液冷倒立 型                 試作のみ    空冷星型単列               試作のみ         空冷倒立 型                試作のみ         液冷倒立 型                  試作のみ    水冷 型                 試作のみ         (ハ   誉) 空冷星型２列                ‒              ‒        空冷星型２列                 試作のみ            液冷倒立 型                 試作のみ         空冷星型２列                 試作のみ         空冷星型２列                 試作のみ
注) 網掛けは水冷／液冷エンジンを示す｡ ディーゼルである｡   高度公称出力｡    地上公称出力｡
他社による転換生産数は,     (ハ‒５) が三菱で    台,     (栄) が川崎航空機で    台, 石川島で    台である｡
出所) 中川良一, 水谷総太郎 (    ) 『中島飛行機エンジン史』 (酣燈社)      ‒  , 中島飛行機エンジン一覧表 ( )( )( ) から作成｡
   
    馬力を目標の     ) であった｡     年  月に試作１号機の組立を完了したが, 初期運
転のみ, 改良型の   ‒ も耐久運転までで    年に打ち切られた｡ 次いで,     年  月,    (水冷 型  気筒) 海軍７試水冷   馬力の設計開始を開始し, 翌年  月に試作組立を





ているが, 性能運転までで打ち切りとなった｡     年４月,     (液冷倒立 型  気筒) 海
軍  試液冷   馬力の設計を開始したが,     年に審査不合格となった｡ 更に    年  月,    (水冷 型  気筒) 陸軍 ｢ハ  ｣  ) の試作が完成したものの, 耐久試験中に大破してし




(７気筒),     (９気筒),     (５気筒),     (５気筒) と相次いだがいずれも材料準
備までで終わった｡     年には    (９気筒) の試作が行われ性能運転にまでこぎ着けた｡    年から    年にかけて    (９気筒) 海軍７試空冷   馬力の試作, 耐久運転, 審査が
実施されたが不合格となった｡
これより前    年  月に    (９気筒) の設計が開始され, わずか６ヶ月後の翌    年６
月に試作１号機の組立が完了した｡ 国産第１号である｡ ｢ジュピターの土台にワスプ流の洗練
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  ) 中島の社内呼称はアルファベットの３桁であった｡ １桁目は中島の , ２桁目の は水冷 (          ),  は空冷 (        ),  は液冷 (          ), ３桁目は開発順にアルファベットが
付された｡  )     年以降, 陸軍は国産発動機には, 試作順に一貫した発動機番号 (ハ番号) でハ１, ハ  , ハ   
のように呼び, 制式後は日本の紀元年号の末尾１～３桁の数字をとって,   式   馬力,    式    馬
力, ２式    馬力のように表示している (前掲 『富士重工業三十年史』     )｡  ) 水冷列型エンジンの部品で最も製造が困難なのは, 浸炭焼き入れした６クランク (直列６,    ,   シリンダ用) の長いクランク・シャフトである｡ 戦時中ダイムラー・ベンツの     シリーズ
(液冷倒立 型  気筒) を川崎航空機 (陸軍), 愛知航空機 (海軍) がライセンス生産したが, 部品
供給が滞り生産遅れを生じた｡ 佐貫亦男 (    ) 『発想の航空史―名機開発に賭けた人々』 (朝日新聞
社)      には,     年ドイツ滞在中にダイムラー・ベンツ・エンジンのクランク・シャフト製作が
困難なので, 調達して潜水艦で送れ, と依頼されたことが書かれている｡ ｢クルップのクランク軸製
造会社を見学したら, 巨大なハンマーで何のこともなく鍛造し, 仕上げていた｡ 日本ではこんな巨大
なハンマーと工作機械が不足, 或いは不良であった｣｡
   
を加えたエンジン  )｣ と評され, ジュピターのジュから ｢寿｣  ) と命名された｡ ８月には海軍
の耐久試験に合格した｡     年には ｢寿｣ ２型が耐久運転に合格,   月には ｢寿｣ １型, ２型
が海軍正式兵器に採用された｡     年７月から量産が開始となり, 最終の ｢寿｣   型まで約    台が生産された｡ ｢寿｣ ３型からはライト社のサイクロンの技術が取り入れられている｡
生産は    年まで続いた｡ ｢寿｣ の成功で中島飛行機の発動機部門が日本の空冷星型エンジン
のトップの地位を占めることとなった  )｡    年５月, 陸軍の命令により    (９気筒) の設計を開始, 翌年５月に試作第１号機組
立が完了した｡     年４月には陸軍の審査に合格,     年制式採用され ｢ハ８｣ となった｡   はライト・サイクロンの技術を大幅に取り入れて改良され,     年, 海軍の８試空冷   




(３) ２列14気筒, 18気筒エンジンの開発    年５月, 中島飛行機初の空冷星型２列  気筒エンジンである   の試作１号機が完成
したが, 初期の運転で不具合が発生したため, 基本設計からやり直して    年４月に２次試作
を完了, 陸軍の耐久運転に入り    年に審査に合格, ｢ハ５｣ として制式採用となった｡     





６月には海軍の審査に合格した｡ 間もなく   １型 (｢栄｣   型) としてブースト, 回転数,
圧縮比を上げて    馬力を目指した｡     年には２速過給機付 ｢栄｣   型の設計が開始され
た｡     年  月, ｢栄｣   型が海軍に正式採用された｡ 零戦に搭載され, また陸軍にも採用さ
れて一式戦 ｢隼｣ に搭載されたことで, ｢栄｣ 系の総生産数は川崎, 石川島による転換生産を
戦時期中島飛行機の航空エンジン事業    
  ) 前掲 『中島飛行機エンジン史』     ｡  ) 海軍は,     年以降は日本紀元年号の末尾二桁をとり  式,   式などと呼んだが, 中島がジュピタ
ーの国産化に成功した発動機に ｢ジュ｣ をもじって, ｢寿｣ の文字を当て, ｢寿 (ことぶき)｣ 型と命
名して以来, 中島製は縁起のよい漢字一文字の光, 栄, 護, 誉という名称を, 三菱製には星の名の瑞
星, 金星, 火星を, 日立 (元東京瓦斯電機) 製には風で初風, 天風,  風, 愛知製に所在地名の熱田
とつけるようになった (前掲 『富士重工業三十年史』     )｡  ) 前掲 『中島飛行機エンジン史』      ｡
   
含めて日本の航空エンジンでは最高の３万台に達した｡    年から構想されたのが    ｢護｣ で, ｢光｣ の  気筒版であるが, ｢光｣ の内径     
は大きすぎたとの反省から     とした｡ 全体的に日本的な小細工を避けた余裕のあるエン
ジンとなっており, 出力    馬力であった｡     年８月に海軍兵器に採用となった｡     年
までで   台が生産されたが, 後述の ｢誉｣ が制式化されたことで打ちきりとなった｡
中島航空エンジンの最高到達点である    ｢誉｣ (２列  気筒) は,     年  月 ｢栄｣ と
同外径でこれを９気筒×２列とする発案がスタートであった｡ 最終的に外径は ｢栄｣ より    大きい      となったが, 出力は    馬力でスタートしその後    馬力に増加させる
設計であった｡ 既に ｢栄｣ 系で予備試験を実施し, ブースト圧, 回転数の増加, 吸入効率の向
上, 燃焼の改善等で    ‒    馬力を達成できる目途をつけていたものである｡     年初め
に海軍に提案, 当時世界でもこれに匹敵する小型大馬力エンジンはなく期待は大きく  ), ９月
に海軍の試作命令が出た｡ 開発は官民挙げての努力で記録破りの早さで進み,     年６月には   時間の第１次耐久運転を完了した｡     年９月には海軍から ｢誉｣ と命名され生産に入っ




舞われ, 対策に追われることになった｡ 稼働率の悪さは最後までつきまとった｡ 終戦までに約    台生産された｡
｢誉｣ がトラブル解決に困難を極めている間にも, 他の大馬力エンジンの開発が続いていた｡    年,     (２列  気筒) ｢ハ   ｣ 試作に着手,     年７月 ｢富嶽｣ の発動機 ｢ハ  ｣ (４
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  ) 空技廠 (海軍航空技術廠) の中でも, すばらしいという人と, できるとは考えられないという議論
があった (前掲 『中島飛行機エンジン史』     )｡  ) 本稿における記述は特記以外, 松岡久光 (    ) 『みつびし航空エンジン物語』 (アテネ書房)      ‒   及びビル・ガンストン著, 見森昭＋川村忠男訳 (    ) 『世界の航空エンジン①レシプロ編』
(グランプリ出版)       ‒   による｡
   
である｡ 最初にライセンス生産したのは    年, 当時最新鋭, 高性能の仏イスパノ・スイザの
水冷 型８気筒   馬力及び   馬力エンジンで, 以降   馬力,    馬力と高馬力エンジンの
ライセンスを導入, 以降    年までに    台余が製作され  ), ｢水冷の三菱｣ あるいは ｢イス








(陸 海軍名称) 形 式 気筒 (シリンダ) 離昇馬力   生産数(量産数) 生産期間数 内径   行程  
ライセンス導入     (仏) 三菱イスパノ   馬力 水冷Ｖ型                       ‒          (仏) 三菱イスパノ   馬力 水冷Ｖ型                       ‒          (仏) 三菱イスパノ   馬力 水冷Ｖ型                        ‒         (英)                          馬力 空冷星型単列                      ‒         (独)            水冷Ｖ型                       ‒         (仏) 三菱イスパノ   馬力 水冷Ｖ型                        ‒         (米)           (明星) 空冷星型単列                       ‒    
自主開発      １ 空冷星型２列                 試作のみ ３ 空冷星型単列               試作のみ       ２ 空冷星型単列               試作のみ      ４ 空冷星型２列               ‒           ‒     ５ 空冷星型単列                       ‒           ９ 空冷星型単列               試作のみ     ７試倒立   馬力 水冷               試作のみ １ 水冷 型                        ‒          ２ 水冷 型                試作のみ ７ (震天) 空冷星型２列                試作のみ ６ (ハ６ 震天改) 空冷星型２列               ‒     試作のみ      ２改 水冷 型                試作のみ ３ 水冷 型                試作のみ       ３改 水冷 型                 試作のみ       ４ 水冷                試作のみ       ５ 水冷倒立 型                試作のみ      ８ (ハ    金星) 空冷星型２列               ‒               ‒            (ハ  ,     瑞星) 空冷星型２列               ‒               ‒            (ハ   ,     火星) 空冷星型２列                ‒               ‒            (ハ         ) 空冷星型２列                ‒              ‒            (ハ        ) 空冷星型２列                        ‒            (ハ   －) 空冷星型２列                 試作のみ
注１) 網掛けは水冷エンジンを示す｡  はライセンス導入年, 設計開始年が明確でないため, 試作年を示す｡
注２) 最初に製作したエンジンは    年海軍から依頼を受けたルノー 型空冷８気筒  馬力である｡
出所) 松岡久光 (    ) 『みつびし航空エンジン物語』 (アテネ書房)      ‒          ‒   から作成｡





の自主開発が続くが, 水冷式   馬力 (社内呼称 １) を除きいずれも試作のみに終わった｡ １は  式重爆に搭載されたがトラブルが続出し信頼性に欠けた｡
空冷エンジンの自主開発は    年の １が最初である｡ 以降    年まで７種類の空冷エン
ジンが開発されたが, 実戦機に採用されたのは ４,  ５エンジンのみであった｡ こうした三
菱エンジンの窮状  ) を打破する契機になったのは    年６月の長崎造船所深尾淳二氏の名古屋











海軍は   台近い発注を行った｡ これが社内呼称 ８‒ ｢金星｣ ３型である｡ ７月には抜本的
な改良により ‒８ ｢金星｣   型が誕生し, 三菱航空エンジンの基礎が完全に固まった｡
｢金星｣ の技術を生かして小型機搭載用の   ｢瑞星｣, 大型機搭載用の   ｢火星｣ エン
ジンが開発された｡ ｢瑞星｣ は ｢金星｣ の気筒行程を     へ短縮し, ｢火星｣ は気筒内径を     , ストロークを     へ拡大したもので, いずれも２列  気筒である｡ ｢瑞星｣   型
は    年１月に計画を開始, ７月に１号機が完成した｡ ｢火星｣ は    年２月に開発着手, ９
月に初号機が完成した｡ ｢金星｣, ｢瑞星｣, ｢火星｣ とも１万台以上生産され, 陸海軍の主力機
に搭載された｡
三菱重工業は更に大馬力を目指し ｢火星｣ と ｢金星｣ を  気筒化したエンジンを開発してい
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  )     年から    年にかけての６年間に, エンジン開発に当時の金額で数百万円を投入し, 試作各種
エンジンは  数種類,   台余, しかし基本型式として成功したものは皆無であった (前掲 『みつびし
航空エンジン物語』     )｡  ) 合併は海軍航空本部と艦政本部の反対を押し切ってなされており軍の経営介入を防ぐ意味もあろう
(疋田康行 (    ) ｢戦前日本航空機工業資本の蓄積過程｣ 『一橋論叢』 (  ) ,     )｡  ) ｢深尾淳二技術回想  年｣ 刊行会 (    ) 『深尾淳二 技術回想  年』       ‒   ｡
   
る｡     年８月に   が完成した｡ 無理をせず, 余裕のある設計で, 日本で最初に実用化さ















表３ 中島, 三菱および米国主要航空エンジン生産期間 (1930～1945)
形 式 会 社 名 名称 (陸海軍名称)
西暦  ＊＊年                                               
単列９気筒
中島     (ハ１ 寿)               ‒                      ‒    
２列  気筒 中島     (ハ５,   ,     －)    (ハ  ,     栄)    (ハ    護)
三菱
 ８ (ハ    金星)   (ハ  ,     瑞星)   (ハ   ,     火星)               ‒                      ‒    
２列  気筒 中島     (ハ   誉)三菱    (ハ         )               ‒                      ‒    
注) 網掛けは米国エンジンである｡          の生産開始は    年である｡ 米国エンジンは    年以降も, ジェット時代到来の    年代ま
で生産された｡




ライト社 ‒    は５年遅れて    年に生産が開始されている｡ 日本では三菱の ８ ｢金星｣,   ｢瑞星｣ がライト社のそれより１年早く    年に生産に入った｡     年に   ｢火星｣ が
生産に入っている｡ ｢火星｣ は ‒    とほぼ同時期, 出力も同程度で世界水準であった｡ 中




菱の   は    年から, 中島の ｢誉｣ は    年から生産された｡ 以上のことからエンジン開
発, 生産ではプラット社が先行し, 他社が追いかける図式がみえる｡ 中島と三菱の関係では,




合関係にあった｡ ほぼ同時期, 同馬力のエンジンが競合することになるが, それらは   
(ハ５) とハ６ (量産に至らず), ｢栄｣ と ｢瑞星｣, ｢護｣ と ｢金星｣ ｢火星｣, ｢誉｣ と   
(量産に至らず) という図式であった｡
まず中島, 三菱で競争試作となった陸軍  式重爆である｡     年  月に機体, エンジンとも
試作機が完成し, 機体はすんなり三菱に決定したが, 問題はエンジンであった｡ 中島試作機は
ハ５, 三菱試作機はハ６ (Ａ６震天改, ｢金星｣ の技術を適用) を搭載していたが, 陸軍はハ
５を採用した｡ この選定経緯には, 謎があり  ), 両社の言い分も食い違っていた｡ 三菱側の言
い分は, ｢この結論に至った裏には, 陸軍がもっていた暗黙のメーカー割り振りがあったこと
と, この時点でも海軍が ｢金星｣ 実用化に熱心であった経緯から, ｢金星｣ を毛嫌いする空気
が陸軍に残っていたのではなかろうか  )｣ というものであった｡ 一方中島側は, ｢｢ハ５｣ は    
年から  年にかけて立川技研で ｢ハ６｣ と隣同士の運転台で, 公式耐久運転をうけた｡ ……立
川技研での審査の間, 中島には大きな故障はなかったが, 三菱にはシリンダヘッドの焼きはめ
ねじの逃げ溝から, ヘッドの鉢にすっぽりと亀裂が入り, ヘッド脱落寸前の大事故があったと
聞いている  )｣ とハ６の信頼性不足を示唆している｡   式重爆は,     年からのⅡ型では   
(ハ   , 火星) に換装している｡ 当初のエンジン選定に難があった証左といえるかもしれない｡
次に三菱開発の海軍零戦であるが, 設計主任の堀越二郎氏は, できるだけ軽量小型の戦闘機
として, 競争試作に勝てるものを作ることを優先させるという観点から, 試作機 (  試艦戦)
立教経済学研究 第  巻 第１号     年   
  ) 荒川憲一 (    ) 『戦時経済体制の構想と展開―日本陸海軍の経済史的分析』 (岩波書店)       ‒   ｡  ) 前掲 『みつびし航空エンジン物語』     ｡  ) 前掲 『中島飛行機エンジン史』      ｡
   
には大型の ｢金星｣ ではなく小型の ｢瑞星｣ を搭載した  )｡ しかし, 海軍は, ｢瑞星｣ よりほ
んのちょっとだけ大きいが, 性能が勝っているという理由で  ), 海軍の審査試験に合格したば
かりの中島 ｢栄｣ を零戦に採用した｡ この決定には, 三菱側は, ｢少しでも良いものをという
曖昧な理由だけで, 設計者側を十分納得させることのないまま, ｢栄｣ に押し切られてしまっ
た｡ この以前からも発動機変更の話は三菱側に伝えられていたというが, 何か割り切れないも
のが感じられる｡ ……栄発動機自体は初期計画の段階では全く候補にも上がっていなかったも
のであった  )｣ と大いに不満であった｡ しかし結果的には, 零戦は第二次世界大戦を通して海
軍の主力戦闘機として活躍したのであるから, 海軍のエンジン選定は適切であったといえよう｡
中島開発の艦攻 ｢天山｣ は, 当初は中島開発で当時最大出力の ｢護｣ を搭載した｡ しかし
｢護｣ は外径が大きく, 重く, 振動も多かった｡ 中島を ｢誉｣ の生産に集中させるため, ｢護｣
は   基で生産中止になり, ｢天山  型｣ からは三菱の ｢火星｣ に換装された  )｡
最後にこれも三菱開発の海軍  試艦戦烈風のエンジン選定である｡ 三菱は同社で新たに開発
中の   を搭載する計画であったが, 海軍の意見は ｢三菱の   は, 形が大きく, しかも  
試艦上戦闘機に間に合うか疑問である｡ 中島の ｢誉｣ は, 小型であるうえに性能も優れてい
る  )｡ その上, ｢誉｣ は陸上爆撃機   (後の銀河) に使用する予定であり, 実用化の見通し
はこの方が確実である｣ というものであり, 最終的に ｢誉｣ 搭載となった｡ ｢この結論に至っ
た経緯を推測すると, 海軍空技廠が ｢誉｣ の開発には当初から深く関わってきており,    が
｢誉｣ よりもやや後発エンジンであったことが響いていたとも考えられるが, 指示された性能
確保に苦慮するメーカーの領域にまで立ち入って, 一方的とも思われる決定を下したことは,





にみえる｡     年の後, 中島飛行機は戦闘機の生産に集中した  ) が, エンジンについても中島
戦時期中島飛行機の航空エンジン事業    
  ) 堀越二郎 (    ) 『零戦の遺産 設計主務社が語る名機の素顔』 光人社  文庫     ｡  ) ｢瑞星｣ の離昇馬力は   馬力, ｢栄｣ は    馬力である｡ 外径は各             である (表
５参照)｡  ) 前掲 『みつびし航空エンジン物語』       ‒   ｡  ) 航空情報編 (    ) 『日本軍用機の全貌』 (酣燈社)      ｡  )    の外径は      , 離昇馬力は    馬力, ｢誉は      ,     ‒    馬力｡  ) 『みつびし航空エンジン物語』       ‒   ｡  ) ｢誉｣ の性能は量産では低下していた｡ 設計者の中川良一氏は ｢エンジン馬力はかなり下がってい
たのではないだろうか｡ 多分, ２割くらいは｣ と ｢誉｣ の馬力不足を認めている｡ (前間孝則 (    )
『マンマシンの昭和伝説 (上)』 (講談社)      (ページは文庫版)｡  ) 前掲     (    )                          ｡
   
の方針は, 戦闘機に最も向くようなエンジンの生産であった  )｡ 社史では, ｢主目標を戦闘機
用においたのは, 単に需要数が多く, 量産による収益性が高い, という理由からだけではなか








エンジンの性能を評価する指標としては, まず絶対的な出力 (馬力) がある｡ 次いで効率を
評価する指標として単位当たりの出力 (排気量当たり馬力, 正面面積当たり馬力, 馬力当たり
重量) を挙げることができる｡ 表５に戦時期の中島および三菱エンジンの性能, 諸元を比較し
た｡ 米プラット社およびライト社のエンジンの性能, 諸元を表６に示した｡ 図１から図４まで
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表４ 中島および三菱エンジンの主要な搭載機種 (第二次世界大戦期)
形式 会社名 名称 (陸海軍名称) 戦闘機, 攻撃機, 偵察機 爆撃機, 輸送機 (民間機)
単列９気筒 中島     (ハ１ 寿)   艦戦, 97式戦 (中島  )
２列  気筒 中島     (ハ５,   ,     －) ２式戦   軽爆, 97式重爆, 100式重爆    (ハ  ,     栄) 97式艦攻, 零戦, １式戦, 月光 99式双軽爆    (ハ    護) 天山  型 深山改
三菱
 ８ (ハ    金星) ５式戦, 零式水偵, 100式司偵, 瑞雲 96式陸攻,   式飛行艇, 零式輸送機   (ハ  ,     瑞星) 零式観測機,   式司偵,    式司偵   (ハ   ,     火星) 雷電, 天山12型, 強風 １式陸攻, 97式重爆, 深山, ２式大艇
２列  気筒 中島     (ハ   誉) ４式戦, 紫電改, 流星, 彩雲, 烈風 (試作) 連山 (試作のみ), 銀河
三菱
   (ハ         ) ４式重爆   (ハ      ９ ) 烈風 (試作)
注) ゴシック太字体は    機以上量産された機種を示す｡   式重爆は２型で    (ハ‒５) から, より馬力の大きい火星に換装してい
る｡ 天山も  型では ｢護｣ から ｢火星｣ に換装している｡
出所) 表１, 表２と同様である｡
  ) 前掲 『中島飛行機エンジン史』     ｡  ) 前掲 『富士重工業三十年史』     ｡
   
戦時期中島飛行機の航空エンジン事業    
表５ 戦時期中島, 三菱の航空エンジン性能, 諸元比較 (実戦機に搭載された機種のみ)
形 式 単列９気筒 ２列  気筒
会 社 名 中島 中島 三菱





ハ    ハ‒５ ハ   ハ    栄  型ハ   栄  型ハ    金星３型 金星  型
シリンダ
内径                                       
行程                                       
行程容積                                      
圧縮比                           
離昇出力
馬力                                             
回転数                                                 
ブースト圧                                       
寸 法 直径                                                
乾燥重量                                       
リットル当たり馬力      29.5 41.6 25.3 33.6 40.0 35.8 40.5 26.0 30.9
正面面積当たり馬力     ２ 539 1,251 762 1,011 1,204 963 1,088 721 859
馬力当たり重量       0.61 0.47 0.66 0.50 0.48 0.53 0.52 0.65 0.56
形 式 ２列  気筒 ２列  気筒
会 社 名 三菱 中島 三菱
社内略号  ８                
陸海軍名称
金星  型 金星  型
ハ   ‒Ⅱ 瑞星  型 瑞星  型ハ    火星  型ハ    火星  型 誉  型ハ    型 誉  型ハ    型      ハ   
シリンダ
内径                                       
行程                                       
行程容積                                      
圧縮比                           
離昇出力
馬力                                               
回転数                                                 
ブースト圧                                         
寸 法 直径                                                
乾燥重量                                        
リットル当たり馬力      40.2 46.4 30.3 38.5 36.4 44.0 50.3 55.9 46.2
正面面積当たり馬力     ２ 1,116 1,288 866 1,101 1,085 1,312 1,647 1,830 1,697
馬力当たり重量       0.49 0.45 0.64 0.50 0.47 0.42 0.46 0.42 0.50
出所) 前掲 『中島飛行機エンジン史 若い技術者集団の活躍』 中島飛行機エンジン一覧表 ( )( )( ), 『みつびし航空エンジン物語』       ‒   , 日本航空学術史編集委員会編 『日本航空学術史 (    ‒    )』 (日本航空学術史編集委員会, 丸善株式会社,     年) 附録
第３表より作成｡
表６ 戦時期米国の主要航空エンジン性能, 諸元比較
形 式 単列９気筒 ２列  気筒 ２列  気筒
会 社 名
                                                                                          
シリーズ
 ‒          ‒             ‒             ‒              ‒               ‒            
番 号                        ２        －  －  
シリンダ
内径                                       
行程                                       
行程容積                                         
圧縮比                             
離昇出力
馬力                                              
回転数                                                 
寸 法 直径                                                
乾燥重量                                          
リットル当たり馬力      27.3 29.8 40.2 40.0 37.5 39.8 40.3 45.7 40.3
正面面積当たり馬力     ２ 443 597 805 1,024 1,044 1,110 1,309 1,485 1,390
馬力当たり重量       0.65 0.51 0.50 0.54 0.55 0.53 0.58 0.51 0.55
出所) 前掲                              (                                            ),            (    )                                (             ),                                   (             ),                                                        より作成｡
   
性能向上を検討する｡ 各気筒数での最大出力  ) を示すと, 中島エンジンは   馬力→   (    )
馬力→    (    ) 馬力, 三菱エンジンは９気筒での実戦機搭載はなく,   気筒から,    
(    ) 馬力→    馬力である｡ プラット社は   馬力→    馬力→    (    ) 馬力, ラ
イト社は   (    ) 馬力→    (    ) 馬力→    馬力である｡   気筒エンジンでは, 生
産開始時期がプラット社に比し最大４年遅れではあるが, 中島 ｢護｣, 三菱 ｢火星｣ が出力で
米国追いつき,   気筒では, 三菱は米国エンジンを凌ぐまでになっていた｡ こうした高馬力エ
ンジンがありながら, 何故日本軍主力戦闘機は ｢戦争末期まで    ‒    馬力の程度のエン
ジンを搭載していた  )｣ かは, 実用化時期の問題と日本軍の ｢小型 (小外径)｣ へのこだわり
といえるが, 更なる考察が必要である｡
(２) 単位当たりの効率
まず排気量当たり馬力    (図２) である｡ 中島は   →    (   ) →    (   ), 三菱
は    (   ) →   , プラット社は   →   →    (   ), ライト社は    (   ) →   
(   ) →   となっている｡ 中島の ｢誉｣ の       は群を抜いて高い値である｡
次に正面面積当たり馬力      (図３) をみる｡ エンジンの正面面積は, 特に戦闘機のよ
うな小型機では空気抵抗に影響が大きいので, 日本軍はこれを小さくすることを重視した｡ 正
面面積に直接関係してくるのはエンジンの直径である｡ ２列  気筒エンジンの直径を比較する
と, 中島の ｢誉｣ は僅か      である｡ 三菱の   は      , プラット社 ‒    が      , ライト社 ‒    が      である｡ 具体的な数値をみると, 中島は   →   (    )
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図１ 離昇馬力 図２ 排気量当たり馬力 図３ 正面面積当たり馬力
  ) 以下 ( ) 内は各機種シリーズの最大値である｡  ) 前掲 ｢戦前日本軍機の特質と戦後の自動車開発に関する一考察｣     ｡
   
→    (    ), 三菱は   (    ) →    , プラット社は   →    →    (    ), ラ
イト社は   (   ) →    (    ) →    , となっている｡ ここでも中島 ｢誉｣, 三菱      (   ) の数値の高さ (正面面積当たりの馬力が大きい) が目立つ｡
最後に馬力当たり重量     (図４) の比較である｡
中島は   →   (   ) →   (   ), 三菱は   (    ) →   , プラット社は   →   →   (   ), ラ
イト社は   (   ) →   (   ) →   となっている｡
中島 ｢誉｣ は群を抜いて軽量である｡
以上の考察から, 中島, 三菱のエンジンは, 米国エン
ジンに比し小排気量, 軽量で大馬力を発生させるという,
小型化, 軽量化に重点を置いた設計であったことがいえ

















  ) データ出所は表５, 表６と同じ｡  ) 過給機にはエンジンの出力軸から歯車等で取り出した出力で圧縮機を作動させるスーパーチャージ
ャーとエンジンの排気エネルギーを利用してタービンを駆動し圧縮機を作動させるターボチャージャ
ー (排気タービンとも呼ばれる) がある｡ ターボチャージャーは過給機の必要馬力を排気エネルギー











が,     年に三菱重工業が研究を開始,     年には軍の研究も再開した｡ 三菱は陸軍, 海軍よ





ため, 研究は一時中断した｡     年にはターボチャージャーの研究が進んだため, ２段式スー
パーチャージャーは二次的なプロジェクトとされた｡ ロールス・ロイスのエンジンを使った実




本来, 数値を持って議論すべきことであるが, 残念ながら管見の限りでは, エンジン単体につ
いてこうしたデータを得ることができない  ) ので, 定性的な記述であるが, 中島と三菱エンジ
ンに関する評価例をいくつか挙げ, 両社を比較しておく｡
荒川氏は,     年, 海軍と共同で行われた対中奥地戦略爆撃の時 ｢海軍機 (金星搭載の  陸
攻 (筆者注)) は   時間の連続使用可能であったが, 陸軍機 (ハ５搭載の  式重爆 (筆者注))
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  ) 前掲 『エンジン設計のキーポイント』     ｢世界の航空エンジンに出会って｣｡  )       (    )                               ｡ 前掲 『航空技術の全貌』 (上)       ‒   では日立, 石川島航空もターボチャージャーを製作したとしている｡  ) 前掲                             ｡  ) キ‒  , タイプⅣ (ル‒   ) (   式司令部偵察機), キ‒  (ル‒   ), キ‒  (ル‒   ), 烈風 (改良
型) (ル‒   ) 等｡ 前掲     (    )                                ‒  ｡  ) エンジンを含む機体全体の稼働率についてもデータはあまりないが, 例えば粟野誠一は, 戦争末期
の稼働率を  ‒  ％であったと述べている｡ 粟野誠一 (    ) ｢エンジン｣ (日本航空学術史編集委員




中島 ｢栄｣ に関しては, ｢性能は飛躍したが, このエンジンは甚だ蒲柳の質で振動問題とピ
ストンや主接合連接棒軸受の焼損が頻発し, 試作時代の零戦に対する整備上の労苦は大変なも
のであった｡ 信頼性は金星４型と対照的  )｣ という評価がある｡
局地戦闘機 ｢雷電｣ に搭載された三菱の ｢火星｣ では, ｢発動機出力が公称以下であること
が明らかとなった｡ ……発動機不調と猛烈な機体振動を生じ……発動機不調は長く尾を引いた
……発動機関係の事故は後を絶たず  )｣ という記述がみられる｡
米軍は, 中島 ｢誉｣ については ｢驚くべき高性能であったので, 陸軍及び海軍は競ってその
エンジンを購入した｡ ……陸軍は最新型の４式戦に搭載した｡ しかし結果は, 性能が予測を下
回っただけでなく, 深刻な整備上の問題を引き起こした｡ 海軍もこのエンジンを最良の機体に
搭載しようとしたが, 同様の問題に直面した  )｣ と述べている｡ ｢誉｣ を搭載した機体につい
ては他にも, 陸軍の４式戦 ｢疾風｣ で ｢量産になると油漏れをはじめとして不具合が続出し,
また整備も極めて困難で, 稼働率では隼に遙かに及ばなかった  )｣, 海軍 ｢銀河｣ では ｢量産
｢誉｣ の出力低下と故障の続出は……本機の整備を著しく遅らせた  )｣ という記述がある｡ 立
川の陸軍航空技術研究所でエンジン審査を担当していた田中二郎氏は, ｢中島製は小型で性能




に入って以降は, 受領前に運転試験を実施する｡ 設計上の問題に加えて, こうした運転時間が
切り詰められたことで, 品質確保に問題が出たものと考えられる｡
審査運転では,     年からは海軍は耐久試験を   時間要求,     年には   時間弱に延長し,




  ) 前掲 『戦時経済体制の構想と展開―日本陸海軍の経済史的分析』       ‒   ｡  ) 岡村他 (    ) 『航空技術の全貌』 (上)       ‒   ｡  ) 前掲 『日本軍用機の全貌』      ｡  )      (    )                                         ‒ ｡  ) 前掲 『日本軍用機の全貌』     ｡  ) 前掲 『日本軍用機の全貌』      ｡  ) 前掲 『マンマシンの昭和伝説 (上)』      ｡  ) 前掲 『航空技術の全貌』 (上)      ｡
   
間を要求していたが, 終戦時にはそれぞれ   分,   分の   分に短縮された｡ 海軍は開戦時に
は７時間の１次運転, ２時間の２次運転を要求していたが,     年夏には要求を３時間に緩和
した｡ 内２時間が１次運転, １時間が２次運転であった｡     年６月, この要求は更に２時間  分に短縮された｡ 試験要求緩和の最大の理由は航空ガソリンの極端な不足であった｡ この困
難を克服するため, アルコール, メタノール入りの低品質ガソリン, 水噴射システムが試験運
転に使用されたが, これらは満足な結果が得られず, 数多くの困難が生じた｡ テストセルの不
足も試験時間短縮の理由であった｡ テストセルの不足は空襲と新しいテストセルを建設するた




示す｡ 同表には, 量的実績を示すものとして年別の工場床面積, 総雇用人員, 生産台数, 総生
産馬力, 総生産重量を示した｡     年を基準とする各年の生産拡大の倍率も示した｡ さらに経
営効率を示す指標として工場床面積当たり生産台数, 雇用一人当たりの生産台数, 生産馬力,
生産重量, エンジンの特性を示す指標として平均馬力, 平均重量, 馬力当たり重量を示した｡
実績変化の状況は, 主要なパラメータについて図６から図14まで月別変化を図示  ) してある｡
3.1 生産実績








次に, 図８生産実績である｡ 中島, 三菱とも月産台数は    年末まで停滞したが, 日本政府
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  ) この部分の記述は前掲     (    )                                  ‒  の概略を






千   雇用数 人月(  ヶ月合計) 生産台数 総生産馬力 千馬力(離昇馬力) 総生産重量 千  (乾燥重量)
中島 三菱 中島 三菱 中島 三菱 中島 三菱 中島 三菱    年                                                        年                                                        年                                                          年                                                             年                                                        ‒    合計 － －                                                    
増加率 工場床面積増加率 雇用増加率 生産台数増加率 総生産馬力増加率 総生産重量増加率    年＝    中島 三菱 中島 三菱 中島 三菱 中島 三菱 中島 三菱    年                                            年                                            年                                            年                                            年                                        
生産効率
床面積当り生産台数
台 月・千   １人当たり生産台数台 人・月 １人当り生産馬力   人・月 １人当り生産重量   人・月





中島 三菱 中島 三菱 中島 三菱    年                               年                                年                                年                                年                                ‒    平均                            
出所) 総生産台数, 総雇用数は前掲     (    )                                 ‒   による｡ 総生産馬力, 総生産重量は,    ‒    年間の個別エンジンの生産台数及び個別エンジンの馬力, 乾燥重量から筆者が計算した｡ 他の数値はこれらデータから算
出できる｡
工場床面積及び個別エンジンの生産台数は      (    )                                                                及び                                                             による｡
個別エンジンの馬力, 乾燥重量は前掲表５による｡     年は８月までである｡

















ら    年の５年間) の総生産馬力を比較すると, 中島の  千万馬力, 三菱の  千万馬力, に
対しプラット社は   千万馬力, ライト社は   千万馬力  ) と, 日米両社合計の比較では米国
が日本の  倍の馬力を生産したことになる｡     年から    年の総生産馬力の増加率をみる
と, プラット社が   倍, ライト社が  倍で, 元々母数が大きい上に増加率も中島, 三菱よ
り相当に大きくなっている｡
3.2 生産効率





た｡     年末以降は中島, 三菱とも効率が急低下している｡ 総じて中島の方が工場面積当たり
の生産台数が多く, 工場がコンパクトであったといえる｡
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図８ エンジン月別生産台数
  ) 山崎志郎 (    ) ｢太平洋戦争後半期における航空機増産政策｣ 『土地制度史学』   ( ),     ｡  ) アメリカ軍による航空機工場への最初の空襲は,     年  月  日中島飛行機武蔵製作所に対するも

















ると,     年４月まではほぼ  であったのが, 以降９月に  程度まで低下, 以降若干回復す




場｣ とされる月産   台 (年産    台)  ) に達した機種は, 中島飛行機で２機種 (｢栄｣, ｢誉｣)
戦時期中島飛行機の航空エンジン事業    
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  ) 山本潔 (    ) ｢戦時航空機生産についての一考察― 半流れ作業 方式について―｣ 『社会科学研
究』   ( ) (東京大学社会科学研究紀要, 東京大学社会科学研究所編)     ｡
図11 中島の生産能力
   
三菱重工業で３機種 (｢金星｣, ｢瑞星｣, ｢火
星｣), それも生産ピークの２年間のみであっ
た｡ 三菱が ｢金星｣, ｢瑞星｣, ｢火星｣ をほぼ
均等に生産していたのに対して, 中島では    年は ｢栄｣ と ｢誉｣,     年は ｢誉｣ の
生産に集中した｡
最後に生産エンジンの平均馬力 (  ) (図
12), 平均重量 (  ) (図13), 馬力当たり重
量 (     ) (図14) の推移を分析しておく｡ 中島飛行機は    年までは    馬力級の ｢栄｣
が生産の主体であったが,     馬力級の ｢誉｣ の生産が    年から軌道に乗ったことで急速
に平均馬力が増大した｡ 三菱重工業は    年の段階で比較的大馬力の ｢金星｣, ｢火星｣ の量産
が進んでいたため, 平均馬力の増大はなく,     年になって    馬力級の   (     ) の
量産が進んだ効果で中島飛行機と同様の平均馬力増大となった｡
平均馬力の増大に伴って平均重量も増加し    年には中島, 三菱とも     を超えるまでに
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離昇馬力    ‒       ‒        ‒              ‒        ‒        ‒         ‒         ‒             年               － －                － －    年                                           年 －                                           年 －                                           年 －     －                              ‒    合計                                                   
注)    の生産は三菱での転換生産を含めると    台,    栄の生産は川崎, 石川島での転換生産を含めると     台である｡    
の生産台数は三菱のデータ (表２) と整合しない｡
出所)       (    )                                                                 及び                                                               から作成｡
   
なった｡ エンジン効率の改善で, 重量増加より馬力増加の割合が大きかった結果, 平均馬力当
たり重量は減少 (性能は向上) した｡ 中島の平均馬力当たり重量は ｢誉｣ の生産開始以降急減
し,     年半ば以降は三菱より小さくなった｡
3.4 エンジン価格





  ) 前掲 ｢戦時体制期の中島飛行機｣ 表３｡ 麻島昭一氏は ｢生産高｣ の定義は不明であるとしている｡  ) 前掲 『みつびし航空エンジン物語』       ‒   ｡ 尚, ｢陸海軍とも会社の製造能力を超えた契約を











(円   ) 受注台数 代価(千円) 平均価格(千円) 馬力単価(円   ) 受注台数 代価(千円) 平均価格(千円) 馬力単価(円   )    年度                                               年度                                                 年度                                                 年度                                                              年度                                                               年度                                                                年度                                                                 年度                                            
注１) 中島飛行機のデータは年度ではなく ｢年｣ である｡ 従って三菱のデータとは３ヶ月のずれがある｡
注２) 三菱は受注台数であり, 実際の生産台数ではない｡ 終戦時には     台の未消化エンジンがあったとされる｡
注３) 中島の生産高は内部資料の表示であるが, 概念は不明｡ 売上高ではない (下記麻島論文   )｡
出所) 三菱は松岡久光 『みつびし航空エンジン物語』       ‒   , 中島は麻島昭一 『戦時体制期の中島飛行機』 第３表による｡
中島の生産台数は表７による｡ 馬力単価は表７の平均馬力から計算した｡









漸減し, その後    年まで増加している｡ 最低値で    年海軍向けの   円があるが, 概ね  





まずライセンス導入について, 中島飛行機は    年から    年までに仏国, 英国, 米国から
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  ) 林克也 (    ) 『日本軍事技術史』 (青木書店)       ‒   は    年から    年までの発動機１台
当り陸軍では     円から     円 (  倍), 海軍では     円から     円 (  倍) に上昇したと
しているが, 根拠は示していない｡  ) 前田裕子氏によれば (前掲 『戦時航空機工業と生産技術形成』      注  ) 三菱の航空エンジン






２機種), 空冷星型  機種 (設計準備に終わった４機種を除く) 合計で  機種を数える｡ この
うちで量産に入って実戦機に搭載された機種は空冷星型６機種にすぎない｡ 開発成功率は６   である  )｡ 水冷はすべて失敗である｡ 形式も水冷列型 ,  , 空冷でも星型のほかに倒立列
型 があり, 多種多様である｡ 開発政策が一貫していなかったといわざるをえない｡ 三菱の
自主開発エンジンは, 水冷エンジンが８機種, 空冷星型エンジンが  機種で合計  機種である｡














筒温度の異常上昇, ピストンの焼き付きとなる｡ 加えて③は軸受荷重の増大となり, 軸受の焼
き付き, 寿命低下につながる｡ 軽量化とは余肉を削ることであり, 剛性, 強度の余裕は低下す
る｡ 更に小型化とは, 形状を詰めることで, 手が入りにくく整備性は低下する｡ すべてに都合
の良い解はなく, 設計上どの要因を重視するかということである｡
戦時期中島飛行機の航空エンジン事業    
  ) 関根氏は成功率を    としている (前掲 ｢中島飛行機発動機  年史｣     ) が関根氏は    年以




回転数 (   ) を比較すると, 中島 ｢栄｣ は    ‒    ,





る｡ 圧縮比は, 中島の ｢栄｣ が  , ｢誉｣ が  に対し
て, 三菱 ｢金星｣ は  ‒  , 火星が  ,    は  であ
る｡ プラット社, ライト社の圧縮比は  ‒  , ここで
も ‒    のみ  と高めである｡ 以上から, 三菱は回転




｢栄｣ は    →    馬力で  ％, ｢誉｣ は    →    で  ％に対し, 三菱 ｢金星｣ は   →    
と  ％, 火星は    →    で  ％の出力増加である｡ 零戦が性能向上をあまり果たせなかっ
たのは, 搭載した ｢栄｣ の出力増強余地の乏しさによるところが大きい｡
図17は各社が採用した気筒内径である｡ エンジンの機構部分で試行錯誤に頼る部分は, ピス
トンと気筒の耐久性とこれによって生まれる信頼性である｡ これを求めることは容易ではな
い  )｡ したがって, 実績を重視してプラット社の気筒内径は     ,      の２種類, ライ
ト社は     の１種類しか使用していない｡ 生産性からも気筒内径とピストンの組合せを統
一することは望ましいであろう｡ しかし, 中島飛行機は小内径から大内径まで  種類もの気筒
内径を試作し, 戦時期の量産エンジンには４種類の内径 (     ,      ,      ,      ) を採用している｡ 代表的機種である ｢栄｣ ｢誉｣ は内径     で, 航空エンジン用とし
ては小さく, コンパクトなエンジンに出来る反面, 能力向上の余地に乏しかったことは, 既述
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図17 気筒内径










つであった  )｡ 海軍広工廠出身の関根隆一郎氏は経験豊富な技術者で    ｢寿｣ の設計を担
当し, 技師長になったが設計指導者の役割を果たした形跡はない｡ 中島知久平は大学新卒の能
力を過大評価し, 直接指導したので先輩, 経験者は手が出せず, 実務経験に乏しい若い技術者





田中氏はその後水冷, 空冷６機種を担当したが１機種も成功しなかった｡     ｢栄｣ の設計
担当者小谷武雄氏, 堤正利氏も大学新卒, 改良型の  型,   型は中川良一氏でやはり大学新卒
であった｡ これらは成功例で, 中川氏は引き続き ｢誉｣ の設計を担当している｡ 中川氏は中島









  ) 前掲 『世界の航空エンジン①レシプロ編』｡  ) 前掲 ｢中島飛行機とロールス・ロイス｣      ｡  ) 前掲 『エンジン設計のキーポイント』        ‒    の開発過程で発生した多数の重大問題｡  ) 前掲 『エンジン設計のキーポイント』    中島エンジン技術の重大欠陥｡  ) 前掲 『エンジン設計のキーポイント』        ‒    の開発過程で発生した多数の重大問題｡  ) 前掲 『中島飛行機エンジン史』       ‒   ｡
   
も取らずに思い思いの寸法, 構造のものを勝手に採用していた  )｡ 既述の通り, 深尾氏は新エ
ンジンの方針を明確にし, 自らが先頭に立って指揮することとした｡ 技術者をエンジンの各主
要部分に割り当てて設計を担当させ, 職制を縦割りに変更, 三菱重工業の総合力を発揮できる

















和ノ状態ニアリ  )｣, 中島の資金が入り, 代表的な下請けである大宮航空については, ｢施設技
術トモニ極メテ低調ニシテ能率不良, 工員ノ一人当タリ生産ハ月二百円ニ満タズ, 而モ近ク厖
大ナル資本増加ヲ計画シアル, 状況ナリ中島ニ特有ナル放漫経営ヲ如実ニ露呈セルモノ  )｣ と
断じている｡ 次いで, 第３回行政査察の約１年後, 澁谷海軍中将 (終戦時艦政本部長) が軍需
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  ) 前掲 『みつびし航空エンジン物語』     ｡  ) 中島の設計担当者は ｢権限が絶大で, 設計仕様の最終決定に所属長も口出しできなかった｣ (前掲
岡本和理 『エンジン設計のキーポイント』)｡  ) 前掲 ｢戦時航空機生産についての一考察― 半流れ作業 方式について―｣     ｡  ) 前掲 ｢第２次世界大戦機の日本における生産システム合理化の試み―中島飛行機武蔵野製作所の事
例を参考に―｣     ｡  )     年３月制定された行政査察規定に基づいて    年９月中旬より  月上旬にかけて航空機関系工










れるのは, 行政査察で指摘された, 無駄の多さである｡ 原材料加工段階での歩留まりをみると
三菱は航空機部門で   ％, エンジン部門で   ％に対し, 中島の機体部門 (小泉) は  ％,
発生屑の回収率は三菱エンジン部門で  ％, 中島機体部門で  ％, 材廃率, 工廃率は三菱の５
％に対して中島は  ％であった｡ これをもって, 山崎志郎氏は, ｢中島飛行機の経営の相対的




が, 中島は  ％  ) で平均よりやや高かった｡ 三菱のデータはないが, 三菱は中島に比べて下請
け業者を使用した程度が小さいとされる｡ 実数では, 武蔵工場が延べ     人の従業員,    
の下請け業者を使用したのに対して, 三菱のエンジン工場は, 延べ     人の従業員,   の下

















中島飛行機は, 拙速で少し無駄 (開発成功率の低さ) はあったが, 多種類のライセンス導入,
多種類のエンジン開発を同時並行的に進めたことで ｢時間を買う｣ ことが出来た｡ 結果が出て
から次の開発に移るという, 直列的な開発では, 軍の要求に間に合わなかったであろう｡ 関根
氏は ｢かように低位の成功率では普通の営利本位の企業態では成り立つ余地がないのだが
……  )｣ と述べているが, それを可能にしたのは, 中島一族が株式のほとんどを所有するとい
う中島飛行機の閉鎖的経営と, 営利を本位としない中島知久平の経営方針であったといえよう｡
中島飛行機の技術開発のもう一つの特徴は, 若い技術者の独創に任せたことである｡ ｢組織
で動く｣ 三菱重工業に対して, ｢人で動く｣ 中島飛行機と対比できるであろう｡ ｢人で動く｣ 場
合は適材を得れば, 素晴らしい結果を生む｡ ｢誉｣ の開発はその好例である｡ しかし若手技術
者は, 経験不足故に高性能のみを追いかけ, 現実の生産技術, 工場, 下請け, 資材の状況にき
ちんと目配りが出来ないという欠点がある｡ ｢組織で動く｣ 場合はチェック機能が働くが, 中
島飛行機の場合はそうではなかった｡ 量産に入ってからの ｢誉｣ のトラブルは, こうした, 現
実とは乖離した ｢高度で繊細な設計｣ によるところが大きいと思われる｡ しかし, あまりチェ
ックが働きすぎると, 独創的な製品が生まれないともいえる｡ 日本陸海軍が必要とする戦闘機
搭載用 ｢小型・軽量｣     馬力級エンジンを, 戦争末期に何とか間に合わせたのは中島飛行
機であった｡ ｢誉｣ がなければ, 日本軍は最後まで    馬力級のエンジンで戦わざるを得なか
ったであろう｡ これは中島飛行機が成し遂げたこととして, 評価しなければならないと考える｡
創業からの事業で, 日本第１位の規模であった航空機体事業はどのような特質を持っていた
のか, エンジン事業と共通する部分, 相違する部分はあったのか｡ 中島の遺産の戦後への継承
の考察には, 次に機体事業についての検証が必要である｡
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